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○ 取扱い

原則として、有床義歯修理時に使用した「Ｍ０２３ バー １ 鋳造バ

ー」及び「Ｍ０２３ バー ２ 屈曲バー」の算定を認める。

○ 取扱いの根拠

有床義歯の破損状況によっては、有床義歯を修理する時に、鋳造バーや

屈曲バーを使用することが臨床上あり得るものと考えられる。


